





松 田 　 哲
は じ め に
　1956年に実施された第 3 回総選挙は，シンハラ・オンリー（Sinhala Only）政
策の是非が主要な争点となった選挙であった。シンハラ・オンリー政策は，ス
リランカ自由党（Sri Lanka Freedom Party, SLFP）の党首 S・W・R・D・バン
ダーラナーヤカ（Solomon West Ridgeway Dias Bandaranaike）が提唱した公用語


























線（Mahajana Eksath Peramuna, MEP）であった。他方でスリランカ・タミル人
の言語ナショナリズムの旗振り役となったのは，スリランカ・タミル人のセル
ワナーヤガム（Samuel James Velupillai Chelvanayakam）に率いられた連邦党
（Federal Party, FP）であった。MEP（あるいは SLFP）も FP も，ともに，第 3
回総選挙の選挙戦を通じて強まっていった自民族の言語ナショナリズムの後押
しを受けて，それぞれの民族の第 1 党の座を占めるに至った政党である。そし
て，これら 2 つの言語ナショナリズムは，第 3 回総選挙後に制定される「シン







　以下，第 1 節では，第 3 回総選挙後に FP が実施したシンハラ・オンリー政
策反対運動の展開と，その反対運動に対するシンハラ人側の反応とをみていく
こととする。第 2 節では，FP の反対運動の成果として MEP と FP の間で合
意されることになった「バンダーラナーヤカ＝セルワナーヤガム協定
（Bandaranaike-Chelvanayakam Pact, BC Pact）」について検討する。第 3 節では，
皮肉にも BC 協定の締結によって激化していくことになる両民族の対立を概観
3）
この時期を言語ナショナリズムという観点から分析した研究に，K. M. de Silva, Managing 
Ethnic Tensions in Multi-Ethnic Societies: Sri Lanka 1880-1985 (Lanham: University Press of 





定された「タミル語（特別規定）法（the Tamil Language（Special Provision）Act, 
No. 28 of 1958）」とその結果について考察を加える。そして最後に，シンハラ・
オンリー政策に着目しながらスリランカ独立後のわずか10年程の期間に生じた
社会変容の特徴について言及し，本稿を締め括る。
第 1 節　FP のシンハラ・オンリー政策反対運動と 
シンハラ人のそれへの反応
　本節では，まず，第 3 回総選挙における FP の躍進状況を概観する。次に，
FP が第 3 回総選挙以降にどのような方針を掲げてシンハラ・オンリー政策に
反対していったのかを検討し，FP が実施したシンハラ・オンリー政策反対運
動にシンハラ人がどのように反応したのかをみていくこととする。そしてさら
に，第 3 回総選挙後に制定された公用語法の特徴と，公用語法成立後の FP の
活動について考察することとしたい。
　⑴　第 ３ 回総選挙における FP の躍進とその背景
　1949年12月に結成された FP は，第 1 回全国党大会（1951年）で採択された
決議において，その活動目的を以下のように定めていた。「セイロンの国家連
合枠組み（the framework of a Federal Union of Ceylon）の内部に言語を基礎とす






第 1 回全国党大会決議における FP の主張については，以下を参照。Rohan Edrisinha, Mario 
Gomez, V. T. Thamilmalan and Asanga Welikala (eds.), Power-Sharing in Sri Lanka: 
Constitutional and Political Documents, 1926-2008 (Colombo: Centre for Policy Alternatives, 
2008), pp. 212-5.　拙稿「スリランカ：連邦党の結成とタミル・ナショナリズム──1956年の総






なかったため，第 2 回総選挙（1952年）ではタミル人会議（Tamil Congress, 
TC）に勝利することができなかった。TC は，セルワナーヤガムが FP を結成
する前に所属していたスリランカ・タミル人の政党であり，スリランカ・タミ




TC が立候補者 7 名のうち 4 名を当選させることができたのに対し，FP は立
候補者 7 名のうち 2 名しか当選させることができなかった。この時点では，
FP の主張に耳を傾ける者は少なかったのである。








A. Jeyaratnam Wilson, S. J. V. Chelvanayakam and the Crisis of Sri Lankan Tamil 
Nationalism, 1947-77 (London: C. Hurst & Co., 1994), pp. 74-7.
とりわけ難しかったのは，母語はタミル語であものの，信仰するイスラームの方にアイデンテ
ィティの帰属先をおいているスリランカ・ムスリムからの支持を確保することであった。
Ambalavanar Sivarajah, The Federal Party of Sri Lanka (Colombo: Kumaran Book House, 
2007), p. 16.
TC は，スリランカ独立以降の政治においてスリランカ・タミル人を率いてきた政党である。
セルワナーヤガムが TC を離党して FP を結成した理由については，以下を参照。拙稿「スリラ
ンカ：連邦党の結成とタミル・ナショナリズム」， 2-17頁。
TC のリーダーであった G・G・ポンナンバラム（Ganapathipillai Gangesar Pnnambalam）は
「タミル人の未来は多数派コミュニティの善意（goodwill）と協力に依存している」と考えてお
り，シンハラ人との応答的協力（responsive cooperation）を重視していた。Sivarajah, Federal 
Party of Sri Lanka, p. 8.
北部州では，UNP と TC の得票率を合わせると40％であったのに対し，FP はわずか27％であ
った。東部州では，UNP の得票率だけでも40％であったのに対し，FP はわずか 4 ％であった。
William Howard Wriggins, Ceylon: Dilemmas of a New Nation (Princeton: Princeton University 
Press, 1960), p. 146.
ただし，この時点では，SLFP のシンハラ・オンリー政策では「北部州および東部州における
タミル語の合理的な利用」を認める旨がうたわれていた。Neil De Votta, Blowback: Linguistic 
Nationalism, Institutional Decay, and Ethnic Conflict in Sri Lanka (Stanford: Stanford 









な SLFP に遅れをとることを恐れた UNP が，1956年 2 月にシンハラ・オン












る支配の脅威」が，SLFP と UNP というシンハラ人を主体とする 2 つの政党
がシンハラ・オンリー政策を採用したことによって，現実のものとして意識さ
れるようになったのであった。







ランカ独立以来重視し続けてきた TC が，UNP との協力を取りやめることになった。また，
UNP 所属のタミル人国会議員も UNP を離党することになった。なお，第 2 回総選挙（1952
年）に当選したスリランカ・タミル人国会議員は13名であり，その所属先は UNP2名，SLFP0名，
TC4名，FP2名，無所属 5 名であった。Ambalavanar Sivarajah, Politics of Tamil Nationalism 
in Sri Lanka (New Delhi: South Asian Publishers, 1996), p. 51, Table VII.
Ibid., p. 45.
実際，1964年 3 月には，シンハラ語で職務を遂行できないタミル人に対して強制的な退職措置
が執行されたのであった。Krishan Gopal, Nationalism in Sri Lanka (Delhi: Kalinga Publishers, 
2000), p. 117.
Sivarajah, Federal Party of Sri Lanka, p. 17.
なお，スリランカ・ムスリムで組織される 2 つの政治団体，すなわち全セイロン・ムスリム同
盟（All Ceylon Muslim League）と全セイロン・ムーア協会（All Ceylon Moor Association）は，
タミル語と英語に対する十分な配慮がなされることを条件に，1955年11月半ば頃までにはシンハ










比較しながら簡単に確認しておこう。北部州（ 9 選挙区）において FP は，第
2 回総選挙では 2 議席しか確保できなかったのに対し，第 3 回総選挙では 6 議
席を確保した。東部州（ 7 選挙区）において FP は，第 2 回総選挙では 1 議席
も確保できなかったのに対し，第 3 回総選挙では 4 議席を確保することができ
た。全体としてみると FP は，14人の候補者をたて，10議席を確保したのであ
った。他方で FP 以外からのスリランカ・タミル人の立候補者をみると，第 3
回総選挙では，TC の指導者である G・G・ポンナンバラム（Ganapathipillai 
Gangaser Ponnambalam）と無所属で立候補した 2 名を除くすべての候補者が落
選していた。スリランカ独立後のスリランカ・タミル人政治をリードしてきた
TC は，第 2 回総選挙では 7 人の候補者を立てて 4 議席を確保していたにもか
かわらず，第 3 回総選挙ではポンナンバラム 1 人しか候補者を擁立できず，か
ろうじてその 1 議席を確保しただけであった。TC の凋落ぶりは，10議席を得
た FP の躍進ぶりに比べると火をみるよりも明らかであった。この第 3 回総選
挙を通じて FP は，名実ともにスリランカ・タミル人を代表する政党の座につ
いたのであった。
　第 3 回総選挙は，TC よりもタミル民族色の強い FP が躍進を遂げたという
意味においても，はスリランカの戦後政治史におけるひとつの転換点であった。
　⑵　第 ３ 回総選挙後における FP の活動方針──非暴力不服従運動──







Wriggins, op. cit., p. 364.
Ibid., p. 147.　なお，FP に所属しないスリランカ・タミル人政治家は，ポンナンバラムを筆
頭に，「連邦制を採用することは南部に居住しているタミル人にとって好ましくない事態をもた
らすことになる」と批判していた。De Votta, op. cit., p. 81.
北部州では，FP だけで47％の得票率，東部州では FP だけで33％の得票率であり，前回選挙


























のような活動方針を FP が採用した理由としては，以下の 2 点を指摘すること






A. Jeyaratnam Wilson, The Break-Up of Sri Lanka: The Sinhalese-Tamil Conflict (Honolulu: 
University of Hawaii Press, 1988), p. 105.
Sivarajah, Politics of Tamil Nationalism, p. 42, Table III.



































































Robert Kearney, Communalism and Language in the Politics of Ceylon (Durham: Duke 
University Press, 1967), p. 84.
Sivarajah, Federal Party of Sri Lanka, p. 48.　なお，この JVP は，略称は同じであるが1970年











　このような非暴力不服従運動に FP が打って出たことは，その後の FP の活


















James Manor, The Expedient Utopian: Bandaranaike and Ceylon (Cambridge: Cambridge 
University Press, 1989), p. 261.
座り込み抗議運動から1956年の民族暴動への展開については以下が詳しい。Sivarajah, Federal 
Party of Sri Lanka, pp. 47-52.　De Votta, op. cit., pp. 82-5. Stanley Jeyaraja Tambiah, Leveling 
Crowds: Ethnonationalist Conflicts and Collective violence in South Asia (Barkley: University of 












った。翌 6 月 6 日になると，コロンボの商業地区であるペター（Pettah）にお
いてタミル人が経営する店舗に対する略奪や放火が行われたり，コロンボ・フ
ォート駅において通勤途上のタミル人がシンハラ人によって暴行されたりする

















力的な反応を示さなかったことに満足していたといわれている。Wilson, Break-Up of Sri Lanka, 
p. 108.
Stanley Jeyaraja Tambiah, Buddhism Betrayed?: Religion, Politics, and Violence in Sri 
Lanka (Chicago: University of Chicago Press, 1992), p. 47.





























De Votta, op. cit., p. 234, Note. 39.







































































同様の意見に，Wriggins, op. cit., p. 364.。
K. M. de Silva, “Ethnicity, Language and Politics: The Making of Sri Lanka’s Official 
Language Act No. 33 of 1956,” in K. M. de Silva, Sri Lanka’s Troubled Inheritance (Kandy: 
international Centre for Ethnic Studies, 2007), p .229.
De Votta, op. cit., p. 86.
このような「消滅に対する恐怖心」（fear of extinction）については，ホロヴィッツが以下で
論 じ て い る。Donald L. Horowitz, Ethnic Group in Conflict [Second Edition] (Berkeley: 
















マリー（Trincomalee）で 8 月19日に開催される FP の党大会に参加する者に対
して，トリンコマリーまで各人の居住地から徒歩で来るという，パダ・ヤトラ
（pada yatra［march on foot］）への参加を求めたのである。
　パダ・ヤトラの目的は，以下の 4 つであった。第 1 に，FP の活動目的を達
成しようとするスリランカ・タミル人の強い決意を表現すること。第 2 に，
FP のメッセージをタミル語を話す人々が住むあらゆる地域に届け，人々を非











脅威として次の 3 点を挙げている。第 1 に，シンハラ語が公用語になることによってタミル語を
母語とするスリランカ・タミル人が公務員職に就職できなくなること。第 2 に，シンハラ人に同
化されてしまうこと。第 3 に，タミル人の文化が失われてしまうこと，である。De Votta, op. 
cit., pp. 86-7.
Sivarajah, Federal Party of Sri Lanka, p. 53.













するシンハラ人の入植を早急に取りやめること，である。第 1 決議は FP 結党
以来の主張であり，第 2 決議は，それにさらにシンハラ語公用語法の成立に対
する抗議の意を追加したものだといえるだろう。第 3 決議は，セルワナーヤガ






セイロン議会がセイロン連邦国家（a Federal Union for Ceylon）を実現するため










Kearney, op. cit., p. 95.
インド・タミル人の国籍問題については，拙稿「スリランカ：連邦党の結成とタミル・ナショ
ナリズム」， 2-17頁を参照。
A. Jeyaratnam Wilson, Sri Lankan Tamil Nationalism: Its Origin and Development in the 














4 月末からの数回の会談を経た 7 月26日に，バンダーラナーヤカ = セルワ







　BC 協定の構成はいささか分かりにくいものの，基本的には 2 つの声明
（statement）からなる文書といえるだろう。





































































Jeyaratnam Wilson, S. J. V. Chelvanayakam, p. 86.
BC 協定締結前のセルワナーヤガムは，憲法ではなく一般法に依拠するだけの地域評議会の設



































治地域が形成されなければ偏狭な地域エゴが発生するのではないかと恐れていた。Wilson, S. J. 





























これ以降の地方分権に関する議論については，以下を参照。K. M. de Silva, “Decentralization 
and Regionalism in the Management of Sri Lanka’s Ethnic Conflict,” in Paul A. Groves (ed.), 
Economic Development and Social Change in Sri Lanka: A Spatial and Policy Analysis (New 
Delhi: Manohar Publishers, 1996).
De Votta, op. cit., p. 77.
Kenneth D. Bush, The Intra-Group Dimensions of Ethnic Conflict in Sri Lanka: Learning to 









出典：Tissa Fernand and Robert N. Kearny (eds.), Modern Sri Lanka: A Society in Trasition (Syracuse: 










のようになる。上記 3 地域のうち，セイロン島の面積の 4 分の 3 を占める北


















































Patrick Peebles, “Colonization and Ethnic Conflict in the Dry Zone in Sri Lanka,” Journal of 
Asian Studies, Vol. 49, No. 1, 1990, p. 37.
Chelvadurai Manogaran, “Tamil Districts: Traditional Homelands, Colonization, and 
Agricultural Development,” in Chelvadurai Manogaran, Ethnic Conflict and Reconciliation in 
Sri Lanka (Honolulu: University of Hawaii Press, 1987), p. 90.　なお，スリランカでは米の無料
配給を実施していたため，米を増産することが求められていた。この点については，拙稿「構造
調整と基本的人間ニーズ：スリランカの事例」（『神戸法学雑誌』第47巻第 1 号，1997年）参照。
Manogaran, op. cit., p. 90.
Asoka Bandarage, The Separatist Conflict in Sri Lanka: Terrorism, Ethnicity and Political 















































































たとえば，Peebles, op. cit.. を参照。



















第 ３ 節　BC 協定締結後の展開──1958年暴動へ──





























タミル語の双方を巡って実施された両民族の文字運動（反 Sri 運動と親 Sri 運
動）を概観し，さらに，その運動の延長線上に発生した1958年の民族暴動
（Ethnic Riot of 1958）について検討を加えることとしたい。
　⑴　シンハラ人による BC 協定反対運動
　ア　UNP による反対運動







Manor, op. cit., p. 271.　Bradman Weerakoon, Rendering Unto Caesar: A Fascinating Story of 




















　UNP による BC 協定反対運動の先頭に立ったのは，UNP 党首であり第 2 代
首相でもあったダッドレイ・セーナナーヤカ（Dudley Senanayake）と，そのダ
ッドレイとライバル関係にあった J・R・ジャヤワルダナ（Junius Richard 
Jayewardene）であった。
　第 3 回総選挙で UNP を率いたコテラーワラ（John Kotelawala）に代わって
UNP の党首となったダッドレイは，第 3 回総選挙の敗因を，シンハラ語と仏
教に対する訴えかけが有する有権者動員力を評価し損ねていたことに求めてい










De Votta, op. cit., p. 107.






Kearney, op. cit., pp. 117-8.　なお，ここで論じている BC 協定反対運動の時点では，まだ新し
い綱領は採択されておらず，第 3 回総選挙時の方針を踏襲することが前提とされている。
Ibid., p. 117.


















寺（Dalada Maligama［the Temple of the Tooth］）までのデモ行進を実施（1957年








































　BC 協定反対運動を行ったのは，野党 UNP に所属する国会議員だけではな
















De Votta, op. cit., p. 106.
Manor, op. cit., p. 273.







前後に相次いで発表された 3 冊の書籍，すなわち『仏教僧の遺産（The 
Heritage of the Bhikkhu）』（1946年），『寺院の反乱（The Revolt in the Temple）』























Walpola Rahula, The Heritage of the Bhikkhu: A Short History of the Bhikkhu in 
Educational, Cultural, Social, and Political Life (New York: Glove Press, 1974). D. C. 
Wijewardena, The Revolt in the Temple (Colombo: Sinha Publications, 1953). The Buddhist 
Commission of Inquiry, The Betrayal of Buddhism (Balangoda: Dharmavijaya Press, 1956).
Patrick Grant, Buddhism and Ethnic Conflict in Sri Lanka (New York: State University of 
New York Press), p. 59.　『仏教僧の遺産』については本書の第 5 章が詳しい。
Tambiah, Buddhism Betrayed?, p. 39.　『寺院の反乱』と『仏教への背信』については本書の
第 6 章が詳しい。





















　BC 協定の締結から間もない 8 月初頭には，すでにシンハラ人仏教僧からの
厳しい批判が行われるようになっていた。シンハラ人仏教僧で構成されるシン













Urmila Phadnis, Religion and Politics in Sri Lanka (New Delhi: Manohar Book Service, 1976), 
p. 270.




















ていった。そして最終的に BC 協定は，1958年 4 月 9 日にバンダーラナーヤカ
自身によって破棄されてしまうのである。
　ウ　BC 協定の破棄









Phadnis, op. cit., p. 271.
Ibid., p. 270.
このあたりの事情については以下が詳しい。Manor, op. cit., pp. 285-7.






























Lakshmanan Sabaratnam, Ethnic Attachments in Sri Lanka: Social Change & Cultural 
Continuity (New York: Palgrave, 2001), p. 182. Manor, op. cit., p. 286.
M. R. Narayan Swamy, Tigers Of Lanka: From Boys to Guerrillas [8th edition] (Colombo: 
Vijitha Yapa　Publications, 2008), p. 12.　なお，バンダーラナーヤカとセルワナーヤガムは，BC
協定が破棄される直前の 4 月 4 日に BC 協定の履行に関する協議を行い，それを平和理に終えて
いたという。Tambiah, op. cit., p. 50.　にもかかわらず BC 協定が破棄されたことにより，セル




公務員が用いる政府の公印からタミル文字の部分を削除すること，である。Manor, op. cit., p. 
286.















化は，次にみる反 Sri 運動と親 Sri 運動を経て，1958年の民族暴動に結実する
ことになる。


















Manor, op. cit., p. 287.
Sabaratnam, op. cit., p. 182.












服従運動の「反 Sri 運動（anti-Sri Campaign）」である。
　1958年 3 月29日に開始された反 Sri 運動は，国営バスのナンバー・プレート
に記されたシンハラ文字の Sri をタールを使って塗りつぶすという運動であっ









レートに記されたシンハラ文字の Sri をタミル文字の Sri に書き換えるという







Satchi Ponnambalam, Sri Lanka: The National Question and the Tamil Liberation Struggle 
(London: Zed Books, 1983), p. 112.
反 Sri 運動については，たとえば以下を参照。Sivarajah, Federal Party of Sri Lanka, pp. 55-8.
De Votta, op. cit., pp. 108-13.
FP は，運輸大臣の M・セーナナーヤカ（Maitripala Senanayake）から「自動車のナンバープ
レートの問題は，地域評議会の設置後にそこで議論されることになる」との説明を事前に受けて
いた。それゆえに，シンハラ文字の記された国営バスが北部州と東部州に導入されるとは予想も
していなかったようである。De Votta, op. cit., p. 110.









たのである。しかしながら，そのような盛り上がりを見せた反 Sri 運動も， 4
月初頭には収束に転じることになった。反 Sri 運動を指導していた FP の国会
議員を含む150人程の参加者が，逮捕されてしまったからである
　以上のような反 Sri 運動は，他方でシンハラ人による抗議運動，すなわち






















セルワナーヤガムが反 Sri 運動の終了を正式に宣言したのは 4 月 8 日のことであった。
Tambiah, op. cit., p. 50.　しかし，自発的な活動を続けた者もいたようである。
1 週間の拘留の後にセルワナーヤガムが釈放されたとき，バッティカロアの人々は彼を英雄と
して迎えたそうである。Wilson, S. J. V. Chelvanayakam, p. 88.
Vittachi, op. cit., p. 25.
Gopal, Nationalism in Sri Lanka, p. 117.
De Votta, op. cit., p. 111. Manor, op. cit., p. 285.　Tambiah, op. cit., p. 50.



































Nationalism, p. 89.　なお，親 Sri 運動に参加した者のなかには，シンハラ文字の Sri を書けない
ような非識字層のシンハラ人が数多く含まれていた。ウィッタチは，シンハラ語の優位性を主張
していた者の多くはそのようなシンハラ人であったと述べている。Vittachi, op. cit., p. 25.
Manor, op. cit., p. 285.
Ibid., p. 287.
Phadnis, op. cit., p. 272.
1958年の民族暴動について最も詳細に記録し分析を加えているのは，Vittachi, op. cit.. である。
ま た， そ れ 以 外 の 研 究 に は， た と え ば 以 下 の も の が あ る。Manor, op. cit., pp. 287-94.　






　ア　第 1 局面： 5 月22-27日（東部地域での発生）






　第 1 の列車襲撃事件は， 5 月22日の深夜に発生した。シンハラ人居住地域で
ある北中部州ポロンナルワにおいて，FP の党大会が開催されるワウニヤに向
かう列車が興奮した数百人のシンハラ人によって脱線させられ，乗客が襲われ


















例が収められている。Donald L. Horowitz, The Deadly Ethnic Riot (Berkeley: University of 





客 1 人だけであった。Vittachi, op. cit., p. 35.



































Tambiah, op. cit., p. 51.
Manor, op. cit., p. 288.
Vittachi, op. cit., p. 37.　なお，タミル人の見分け方は，シンハラ語の発音をさせる，シンハラ
語の新聞を読ませて説明させる，仏典を暗唱させる，タミル人流の服の着方をチェックする，イ
ヤリングの穴がないかどうかを確認する（対男性），などであった。Ibid., p. 54.
Tambiah, op. cit., p. 53.
Ibid., p. 53.
Manor, op. cit., p. 289.





















　その後，東部地域における民族暴動が最終的に収束するのは， 6 月 3 日に戒
厳令（martial law）が敷かれてからのことになる。


















































Ibid., pp. 44-5.　Manor, op. cit., p. 290.
セネウィラトナ射殺事件の犯人は，この時点では分かっていなかった。1958年の民族暴動が収
束した後の国会審議（ 6 月 4 日）においてでさえ，セルワナーヤガムがセネウィラトナ射殺事件
は政治的暗殺なのか個人的対立による殺害なのか分からないとの疑問を呈していた程である。
Vittachi, op. cit., p. 45.
シンハラ人暴徒の口癖は，「セネウィラトナの殺害に対する復讐を」（“Avenge the murder of 
Seneviratne”）であった。Ibid., p. 47.
Manor, op. cit., p. 289.











出したのは，東部州における民族暴動の発生からすでに 5 日が経過した， 5 月
27日のことであった。バンダーラナーヤカは総督（the Governor General）の





















Manor, op. cit., p. 290.







Weerakoon, op. cit., p. 45.　たとえば1958年の民族暴動に際しては，シンハラ人に選出されたバ
ンダーラナーヤカ政権がそのシンハラ人に対して発砲したことに憤りを覚えるシンハラ人が多か






































活動停止は同年10月末に，非常事態宣言は翌1959年 3 月末に解除された。De Votta, op. cit., 









　ウ　第 3 局面： 5 月28日- 6 月 3 日（北部地域への波及）
　第 3 局面は，北部州のジャフナにおいてシンハラ人に対するスリランカ・タ
























Vittachi, op. cit., pp. 60-1.　Manor, op. cit., p. 291.

































Vittachi, op. cit., p. 62.　Manor, op. cit., p. 292.
Wriggins, op. cit., p. 268.
バンダーラナーヤカは，シンハラ人難民キャンプの慰問には訪れたものの，タミル人難民キャ
ンプには一度も行くことがなかった。Vittachi, op. cit., p. 87.
以下の引用による。De Votta, op. cit., p. 119.　なお，暴動の対象となったのはスリランカ・
タミル人がほとんどであったが，インド・タミル人に対する暴力行為もみられたという。
Wriggins, op. cit., p. 268.
K. M. de Silva, Reaping the Whirlwind: Ethnic Conflict, Ethnic Politics in Sri Lanka (New 
Delhi: Penguin, 1998), p. 122.
Nira Wickramasinghe, Sri Lanka in the Modern Age: A History of Contested Identities 







































Manor, op. cit., pp. 292-3.　Vittachi, op. cit., p. 59.
Wickramasinghe, op. cit., p. 273.
Manor, op. cit., p. 292.
Ibid., p. 293.
Vittachi, op. cit., p. 51.
Wickramasinghe, op. cit., p. 273. Manor, op. cit., p. 293.


















規定）法（Tamil Language（Special Provision）Act, No. 28 of 1958）」の制定である。
　⑴　タミル語（特別規定）法の制定
　ア　タミル語（特別規定）法の詳細
　バンダーラナーヤカは，1958年 7 月から 9 月にかけて，タミル語の合理的な
使用を認める旨を定めた法律である「タミル語（特別規定）法」の制定に尽力











Manor, op. cit., p. 297.






































































（Sinhala only commission）に対してバンダーラナーヤカが提出（1956年 5 月16日）したもので





























Manor, op. cit., p. 298.
































Manor, op. cit., p. 298.
De Votta, op. cit., p. 119.
デ・ウォッタが用いている表現である。Ibid..


































ただし，施行細則の原案は完成していたとされる。K. M. de Silva, “Coming Full Circle: the 








































K. M. de Silva, Reaping the Whirlwind, p. 93.

















































































た第 3 回総選挙の後に発生したのは当然のことであった。また，BC 協定の締














































Jayadeva Uyangoda, “The State and the Process of Devolution in Sri Lanka,” Sunil Bastian 






上の結果，1956年以降のスリランカでは民族対立が発生するようになった。de Silva, Managing 
Ethnic Tensions, pp. 163-4.。









シリマウォは， 2 度，政権を担当した。第 1 次政権期（1960年 7 月-65年 5 月）には公用語法
を施行し，第 2 次政権期（1970年 5 月-77年 7 月）にはタミル人を「二流市民」扱いする新憲法
を制定し，タミル人の幻滅をことさらに強めることになった。そのあたりの事情については，さ
しあたり拙稿「言語と民族紛争」月村太郎編著『地域紛争の構図』（晃洋書房，2012年），32-7
頁を参照。
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